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五
所
川
原
第
一
中
学
校

野
球
部
・
卓
球
部
 

全
国
中
学
校
体
育
大
会
青
森
県
大
会
で
準
優
勝
、
東
北
大
会
で
も
準
優
勝

し
、
第
二
十
八
回
全
国
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
へ
出
場
す
る
五
所
川
原
第

一
中学
校
男
子
野
球
部
十
五
人
の
選
手
と
監督
が
、
八
月
十
六
日
、
市
役
所

を
訪
れ
、
平
山
市
長
に
全
国
大
会
出
場
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
同
大
会

は
、
八
月
二
十
二
日
か
ら二
十
五
日
ま
で愛
媛
県
松
由
巾
の
坊
ち
ゃ
ん
ス
タ

ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
校
野
球
部
と
し
て
は
、
初
め
て
の
全
国
巾
体

連
出
場
に
な
り
ま
す
が
、
竹
内
監
督
は
「
四
年
前
に
軟
式
野
球
大
会
で
全
国
 

3
位
に
な
っ
た
チ

ー
ム
よ
り
今
チ
ー
ム
は
総
合
力
で
ト
回
り
、
十
分
ー
位
を

狙
え
る
。
初
戦
を
突
破
し
て
全
国
の
頂
点
を
目
指
し
た
い
」
、ま
た
、
奈
良
 

,
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ま
だ
熱
い
夏
 
躍
動
す

る
若
人
達
 

少
林
寿
拳
法I
笑
顔
め
凱旋
 五
所
川
原
第
一
高
校

五
所
川
原
工
業
高
校
 

第
三
十
三
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
大
会

（
愛
知
県小
牧
市
）
で
活
躍
した

五
所
川
原
第
一
高
校
・
五
所
川
原
工
業
高
校
の
選
手
十
六
人
と
学
校
関
係
者
が
八
月

九
日
、
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、
市
少
林
寺
拳
法
協
会
会
長
で
も
あ
る
平
山
市
長
に

全
国
大
会
で
の
好
成
績
を
報
告
し
ま
し
た
。
 

都
道
府
県
別
で
は
、
男
子
入
賞
者
の
総
合
得
点
が
ト
ッ
プ
で
、
七
年
ぶ
り
五
度
目

の
最
優
秀
都
道
府
県
を
本
県
が獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
十
和
田
工
業
高
校
と
五
所
川

原
第
一
高
校
は
、
少
林
寺
拳
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
活
動
し
て
い
る
学
校
に
与
えら
 

拓
弥
主
将

（3
年
）
は
 

「絶
対
優
勝
し
て
く
る

の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
元
気

に
話
し
ま
し
た
。
市
長
 
r
糾
 

は
「
東
北
大
会
準
優
勝
お
め
で
と
う
。
四
国
は
暑
い
で
す
が
全
国
大
会
で
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

同
じ
く
、
全
国
中
学
校
体
育
大
会
青
森
県
大
会
で
入賞
し
た
五
所
川
原
第

一
中
学
校
男
子
卓
球
部
八
人
の
選
手
と
監
督
コ
ー
チ
が
、
八
月
十
日
、
市
役

所
を
訪
れ
、
平
山
巾
長
に
全国
大
会
出
場
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
同
チ

ー
ム

は
団
体
戦
で
東
北
大
会
に
も
出
場
し
、
二
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
と
な
り

ま
し
た
。
 

八
月
二
十
一
百
か
ら
香
川
県
高
松
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
向
け
、
 

成
田
監
督
は
「
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
、ま
た
、
野
呂
京
平

主
将
（
3
年
）
は
「
予
選
を
突
破
し
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
目
指
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
市
長
は
 
「暑
い
時
で
す
が
予
選
突
破
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

れ
る
「
優
徳
賞
」
も
受
賞

し
ま
し
た
。
男
子
総
合
優

勝
の
笠
井
貴
宏
さ
ん
（
五

一
高
3
年
）
は
 
「う
れ
し

い
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
経

験
を
生
か
し
て
い
き
た
い」
、
 

ま
た
、
女
子
初
段
組
演
武

の
部
第
1
位
に
輝
い
た
工

藤
沙
也
花
さ
ん

（
同校
3
 

年
）
は
「二
連
覇
と
初
段

で
優
勝
し
た
の
が
う
れ
し

い
、
卒
業
後
も
少
林
寺
拳

法
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。
市
長
は
「
当
市
は
少

林
寺
拳
法
が
強
い
で
す
ね
、
 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。
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男
女
4
0
O
Mリ
レ
ー
国
立
競技
場
（
 

栄
小
女
子
・
金
木
小
男
子
陸上
部
 

第
一
一士
，
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
青
森
県
選
手
選
考
会

リ
レ
ー
種
目
で
、
栄
小
女
子
・
金木
小
男
子
陸
上
部
リ
レ
ー
チ

ー
ム
が
 

1
位
に
な
り
、
両
チ

ー
ム
十
人
の
選
手
と
各
校
関
係
者
が
、
八
月
十
七

日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
平
山
市
長
に
全国
大
会
出
場
の
報
告
を
し
ま
し

た
。
八
月
二
十
六
日
国
立
競
技
場
（
東
京）
で
行
わ
れ
る
大
会
に
向

け
、
秋
元
美
紅
さ
ん
（
栄
小6
年
）
は
「ス
タ
ー
ト
を
フ
ラ
イ
ン
グ
し
な

い
で
頑
張
り
ま
す
」
、ま
た
、
白
川
健
介
く
ん

（
金
木小
6
年
）
は
「
自

分
た
ち
の
記
録
を
塗り
か
え
る
よ
う
頑
張
る
」
と
抱
負
を
述
べ
、
市
長

は
「
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
お
め
で
と
う
、
国
‘
」で
は
暑
さ
に
負
け
な
い
で
頑
 

日
亀
＆彫
象柳
象
胃
崎
夏
合
宿
 

げ
ん
の
い
い
五
所
川
原
 

張
っ
て
く
だ
 

さ
い
」
 
と
激
 

励
し
ま
し
た
。
 

津
軽
三
味
線
全
中
総
文
祭
で
披
露
 

金
木
中
学
校
 

青
森
県
中
学
校
文
化
連
盟
か
ら
推
薦
を
受
け
、
第
六
回
全
国
中
学
校

総
合
文
化
祭

（
八月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
、東
京
）
に
、
参
加
す
る

金
木
中
学
校
の
生
徒
六
人

（
同
校の
選
択
授
業
で
三
味
線
を
習
っ
て
い

る
十
八
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
）
と
学
校
関
係
者
が
八
月
十
七
日
、
市

役
所
を
訪
れ
、
平
山
市
長
に
全
国
出
演
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
中
学

校
の
文
化
・
芸
術
・
研
究
活
動
の
祭
典
に
向
け
、
泉
谷
樹
楽
さ
ん
（3
 

年
）
は
「
県
代
表
と
し
て
、
津
軽
三
味
線
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
全
国

の
皆
さ
ん
に伝
え
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
市
長
は
「
三
味
線
発
祥
の

地
か
ら
参
加
で
き
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
、
全
国
の
皆
さ
ん
を
感
動
さ

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
演
目
は
、
童
三
絃
奏
・
津
軽
甚

句
・
津
軽
あ
い
や
節
の
メ
ド
レ
ー
で
す
。
 

宇
津
木
監
督
に
イ
ン
タ
ビ
ュー

 

当
市
を
選
ん
だ
理
由
…
環
境
が
す
ば
ら

し
く
、
雨
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
練

習
に
打
ち
込
め
る
。
食
事
も
お
い
し

く
、
な
に
よ
り
温
泉
が
あ
る
の
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
し
、
す
）」
しや
す

い
気
候
で
す
ね
、
今
年
は
熱
い
夏
だ

そ
う
で
す
が
。
昨
年
も
前
節
8
勝
3
 

敗
だ
っ
た
が
、
こ
の
夏
合
宿
の
お
か

げ
で
逆
転
優
勝
で
き
た
。
げ
ん
の
い

い
ヒ
地
で
す
。
 

今
回
の
目
標
…
毎
日
の
練
習
で
基
礎
体

力
を
つ
け
、
強
い

（勝
ち
た
い
）
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
。
ま
ず
は
、
日
本

リ
ー
グ
の
優
勝
と
三
冠

（
日
本
リ
ー
 

グ

・
全
日
本
総
合
選
手
権
大
会
・
国

民
体
育
大
会
）
を
獲
り
た
い
。
 

日
立
＆
ル
ネ
サ
ス
高
崎
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
（
宇
津
木
麗
華
監
督
）
の
夏

合
宿
が
、
つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
と
ひ
ら

か
ド

ー
ム
で
八
月
二
十
四
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
市
で
の

夏
合
宿
は
三
年
連
続と
な
り
ま
す
。
 

当
市
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
の
か
か
わ

り
は
深
く
、
昭
和
五
十
二
年
に
本
県
で

開
催
さ
れ
た
第
三
十
二
回
国
民
体
育
大

会
で
は
、
当
市
が
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
競
技

の
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実

業
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
等
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
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簾

”
」
 

8
/
1
45
1
5《
計
『
一
而
秒
山
ま
つ
り
 

し
じ
み
供
養
・
大
漁析
願
祭
、
ー
一
の
砂
山
流
し

踊
り
・
み
こ
し
の
運
行
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

8
/
1
8
 五
所
川
原
甚
句
盆
踊
り
大
会
 

つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
を
会
場
に
、
そ
ろ
い
の
衣
装
 

4
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成18年 9 月 1日 

ぞ
迎
え
、
今
年
も
市
内
各
地
で
盆
踊
 

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

8
/
2
0
 嘉
瀬
奴
踊
り
盆
踊
り
大
会
 

嘉
瀬
地
区
恒
例
の
行
事
。
み
ん
な
で
輪
に
な
り
、
 

流
し
踊
り
ゃ
奴
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

【
お詫
び
と
訂
正
】
（
広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
8
 

月
1
5日
号
P
7
）
ご
し
ょ
が
わ
ら
食
起
行
の
「
J
 

A
津
軽
北
部
農
協
で
は
」
を
「
J
A
津
軽
北

部
農
協
金
木
支
店
で
は
」
 
と
し
、最
終
行
の

後
に
 
「J
A
津
軽
北
部
農
協
全
体
と
し
て
は
 

6
億
円
で
す
。」
を
加
筆
し
訂
正
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
 

市
消
防
団
団
長
に
 

則
村
撃

静
ル
 

八
月
二
十
五
日
、
川
村
肇
さ
ん

（市

内
田
町
）
が
平
山
市
長
か
ら
辞
令
を
交

付
さ
れ
、
五
所
川
原
市
消
防
団
団
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
 

川
村
団
長

i
こ
の
た
び
、
玉
所
川
原
市

消
防
団
長
を
拝
命
し
、
誠
に
身
に
余
る

光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
職
責
の
重
大

さ
を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
五

所
川
原
市
消
防
団
の
発
展
と
市
民
の
安

全
確
保
の
た
め
津
身
の
努
力
を
傾
注
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
格

別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

伊
藤芳
子
画個
の
絵
画
 

夫
・
正規
氏
が
妻
の
作
品
を
寄
贈
 

八
月
二
十
三
日
、
当
市
梅
田
出
身
で
五
所
川
原
市
名
誉
市

民
で
あ
る
伊
藤
正
規
画
伯
は
、
七
月
二
十
一
日
に
逝
去
さ
れ

た
妻
・
芳
子
氏
の
油
彩
画
四
十
点
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

伊
藤
氏
は
「
妻
の
作
品
を
保
存
・
管
理
し
て
、
多
く
の
人

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
回
顧
展
は

九
月
二
十
九
日
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

伊
藤
芳
子
：
自
本
美
術
展
を
は

じ
め
多
数
入
選
。
平
成
元
年
、
 

マ
 

五
所
川
原
市
文
化
褒
賞
を
受
賞
。
 

「私と違ってひらめきと感性が豊かで、いつも感心させ 
られたものです」 と妻を語る伊藤正規画伯 

（左から 2 人目） 



消防団は、 「自分たちの住む町は、自分たちで守る」 という郷土愛護

の精神に基づき、社会に奉仕する団体です。消防団員は、この崇高で重

要な任務を行っており、普段はそれぞれ自分の仕事を持ちながらも、火

災はもちろんのこと地震や風水害等の災害時も活動を行い、その他にも

火災の予防や住民に対する啓発など幅広い分野で活動しています。 

災害の場合 

①火災 ②風水害 ③地震 

④崖崩れ、地すべり等 

＊この他、人命救助、避難誘導、避難救助等に加え

て、警察署からの協力要請による活動があります。 

災害のない場合 

①火災予防活動

②警備警戒活動

③教育訓練活動

④機械器具等の点検活動 

8 月20日、五所川原市消防団新団員研修が行われ

ました。この研修は平成15年度に五所川原地区で始

まり、毎年行われ、新団員が入団から約3年以内に

一度受けるものです。参加団員は午前中に金木公民

館で講義を受け、午後は金木消防署前で礼式訓練や

消火訓練に取り組みました。 

ニだ」、稽吐ー ー「 ” 

響津入謡 

石岡さん．入団のきっかけだけど…先輩団員からの強い

誘いがあったからなんだよね。 

竹内さん I 私も同じ。でも、点検整備とかの集まりを重

ねると、今までは顔を知っていてあいさつするだけだ

った人とかと話をして親し＜なったり、付き合いがと

ても広くなった。 

大深さん】よく分かります。自分は農家で普段の付き合

いが限られているけど、入団してからは職種や年齢の

違いを超えて知り合いが増え、地域の大人の社会に仲

間入りしたって感じがしています。 

石岡さん】そう、地域とのー体感がある。地域に住み事

情をよく知っている消防団員は、火災のとき早く対応

できるし、「あそこの家には何人住んでるのか」とか
という知識も役に立つ。 

竹内さんと大深さん】「自分たちの地域は、自分たちで

守る」ということ、分かってきた気がする。 

消防団入団に関するお問い合わせ 五所川原地区消防事務組合消防本部警防課 TEL35-201 9 内線28 
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" 
鷲豊り 
一新団員のトーラ 

辱所l」【原地区 

茅響団（長薄） 
石固星雅樹Iさ尻 



9
月
社

知
ら
絢
 

一
【今

月
の

相
談
日
】
 

「
各
種
相
談
を
お受
け
して
い
ま
す
。
 

一
 

お
気
軽
に
こ利
用
く
だ
さ
い
。
 

、
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
 

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
っ
 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

児
童
手
当
の
改
正
に
よ
る
 

受
付
は
9
月
中
で
す
 

5
4月
分
から
支
給
5
 

支
給
対
象
児
童
が
 

小
学
校
修
了
ま
で
に
拡
充
 

市
民
課
児
童
手
当
係
 

内
線
2
0
6
・
2
0
7
 

(b
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成18年 9 月 lH 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
 

 

0
フ‘

 

 

●

9
月
1
4日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

9
月
2
8日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

⑥
行

政

・
人
権

合
同
相
談
 

皿
（5
3)
21
1
1
 内
線
1
2
6
 

●

9
月
2
0日
困
 
1
0時

、
1
5時

金
木
総
合
支
所
 
第
三
会
議
室

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

人
権
相
談
委
員
 

⑥
税
金
の
相
談
 

税
務
課
 
内
線
4
2
6
 

相
続
税

・
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

9
月
1
5日
国
 
9
時
3
0分

、
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
旧
談
室

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
 

西
北
地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
 

（
保
健部
）
保
健
予
防課
 

m
(3
4)
21
0
8
 献
（3
4)
7
51
6
 

不
眠
、
憂
う
つ
、
家
庭
や
職
場
で
の
 

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
ノ
イ
ロ

ー
 

ゼ
気
味
、
お
年
寄
り
の
ひ
ど
い
も
の
忘

れ
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

9
月
8
日
国
 
1
3時

、
1
4時

五
所
川
原
保
健
所
 
第
一
相
談
室
 

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
 

内
線
2
1
1
5
2
1
3
 

国
民
年
金
は
、
2
0歳
か
ら
6
0歳
に
な

る
ま
で
4
0年
間
保
険
料
を
納
め
る
と
、
 

6
5歳
か
ら
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ

て
い
る
と
、
将
来
の
年
金
が
減
額
さ
れ

た
り
、
万
一
の
と
き
の
障
害

・
遺
族年

金
な
ど
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
今
一
度
、
納
め
忘
れ
が
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

1
0月
3
1日
ま
で
は
、
1
0月
か
ら
来
年
 

3
月
ま
で
の
半
年
分
前
納
が
で
き
ま
す
。
 

半
年
分
前
納
の
保
険
料
は
8
2
4
8
0
 

円
で
、
毎
月
納
め
た
場
合
と
比
べ
6
8
 

0
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
半
年
分
前
納

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
国
民
年
金
保
険

料
納
付
案
内
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
前

納
用
の
納
付
書
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
保
険
料
を
確
実
に
納
め
る
方

法
と
し
て
、
便
利
な
口
座
振
替
も
あ
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご利
用
く
だ
さ
い
。
 

保
険
料
は
毎
月
忘
れ
ず
に
 

納
め
ま
し
よ
ラ
H
)
 

平
成
1
9年
度
 

（仮
称
）
五
所
川
原
市
金
木

保
育
所
入
所
申
込
受
付
 

(
4月
入
所
）
 

金
木
総
合
支
所
福
祉
係
 

皿
（5
3)
21
1
1
 
内
線
1
3
0
 

家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
係
 

内
線
2
4
7
・
2
4
8
 

※
（
仮
称
）
五
所
川
原
市
金
木
保
育
所

は
、
平
成
1
9年
度
よ
り
金
木
町
内
4
 

カ
所
の
保
育
所
を旧
川
倉
小
学
校
に

統
合
し
、
開
設
す
る
保
育
所
で
す
。
 

◇
受
付
場
所
 

①
金
木
総
合
支
所
福
相
係
 

②
市
役
所
家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
係

◇
受
付
開
始
 
9
月
1
5日
国
 

◇
受
付
締
切
 
1
0月
1
3日
国
 

※
入
所
巾
込
書
と
保
育
所
の
情
報
は
、
 

受
付
場
所
及
び
金

木
町
内
4
カ
所
の

保
育
所
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
政
課
 

内
線
3
5
5
 ●

9
月
1
3日
困
 
1
2隅
、
1
3時
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
地
元
の
梅
で
作
っ
た

梅
潰
け
、
豆
腐
、
み
そ
、
漬
け
物
等
 

★
拡
充
内
容
 

4
月
1
日
か
ら
、
児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
支
給
対
象
年
齢
が
、
 

こ
れ
ま
で
の
小
学
校
3
年
生
（
9
歳
到

達
後
最
初
の
年
度
未
）
ま
で
か
ら
小
学

校
6
年
生

（1
2歳
到
達
後
最
初
の
年
度

末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
所
得

制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

★
認
定
請
求
の
手
続
き
 

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る

児
童
の
保
護
者
の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
 

市
区
町
村
の
窓
口

（
公務
員
の
方
は
勤

務
先
）
で
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、
 

平
成
1
8年
9
月
3
0日
ま
で
受
付
け
た
も

の
に
限
り
、
特
例
的
に
4
月
1
日
（
ま

た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
旦
 
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

※
1
0月
以
降
に
中
請
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
申
請
さ
れ
た
次
月
か
ら
児
童

手
当
が
支
給
と
な
り
ま
す
。
 

●

平
成
1
8年
度
小
学
校
4
年
生
児
童
の

保
護
者
の
方
（
平
成8
年
4
月
2
H
 

、
平
成
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
 

平
成
1
8年
3
月
ま
で
児童
手
当
を
受
給

し
て
い
た
方
…
特
段
の
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、現
在
受
給
し

て
い
な
い
方
で
、受
給
資
格
があ
る
場

合
は
認
定
請
求
等
が
必
要
で
す
。
 

●

平
成
1
8年
度
小
学
校
5
年
生
ま
た
は
 

6
年
生
児
童
の
保
護
者
の
方
（
平成
 

6
年
4
月
2
日
、
平
成
8
年
4
月
1
 

日
生
ま
れ
）
 

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

保
護
者
の
方
…
認定
請
求
が必
要
で
す
。
 

現
在
受
給
（
4
年
生
ま
で
の
児
童
の
い

る
）
し
て
い
る
方
…
額
改
定
請
求
が必

要
で
す
。
 

●

こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
児
童手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
方
 

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
新
た

に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
方
…
認

定
請
求
が
必
要
で
す
。
 

【認
定
請
求
書
に
必
要
な
添
付
書
類
】
 

・

健
康
保
険
被
保
険
者
証
等
の
写
し
 

（
申
請者
が
厚
生
年
金
等
加
入者
の
場
合）
 

・

所
得
証
明
書

（五
所
川
原
市
に
1
7年
 

1
月
1
日
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合
）
 

・

認
印
 

・

受
給
者
の
H
座
番
号
（
郵便
局
以
外
）
 

・

年
金
加
入
証
明
書

（
国民
年
金
加
入
 

者
以
外
）
 

◆
す
べ
て
市
民
課
①
番
窓
口
で
受
付
。
 

●
 



ノ
 

第
6

回
 

西
北
五
発
明
く
ふ
う
展
 

2
1
世
紀
発
明
研
究
会
・
五

所
川

原
市
少
年
少

女
発
明
ク
ラ
ブ
 

m
(3
4)
2
0
6
4
 
神
 

五
所
川
原
陸
上
ク
ラ
ブ
 

を
開
設
し
ま
す
 

会
員
募
集
中
H
?
 

m
・献

0
1
7
（
商
）6
2
8
2
 

m
o
9
0
(
7
3
2
6
)
0
8
7
0
 

担
当
 
森
 

第
1
3回
 
五
所
川
原
市

狼
野
長
根
公
園
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ

ー
大
会
 

大
会
実
行
委
員
会

（
エ
藤
歯
科

医
院
内
）
 

m
(3
4)8
8
8
3
 

第
8

回
 

「祝
・
岩
木
川
の
日
」
 

（
語
り
継
ぎた
い
川
・
い
い
物
語
）
 

N
P
O法
人
岩
木
川
と
地
域
づく
り
を
考
える
会
 

m
菰
可

o
o
6
 
丸
海
老
 

国
直
轄
事
業
と
し
て
、
大
止
1
0年
9
 

月
1
5日
に
岩
木
川
改
修
工
事
起
工
式
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、先
人
達
が

共
に
苦
労
を
分
か
ち
合
い
繁
栄
を
願
っ

た
こ
の
日
を
「祝
・
岩
木
川
の
日
」
と

し
て
語
り
継
ぐ
た
め
開
催
し
ま
す
。
 

会
場
…
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

◆
祭
り
前
日
 
1
8時
、
 
前
夜
祭
・
キ

ヤ
ン
プ
村
開
村
 

◆
9
月
1
7日
回
 

・

河
川
清
掃
（
8
時
3
0分
開
始
）
 

・

開
会
式
 
9
時
3
0分
 

・

岩
木
川
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
体
験
 

1
0時
、
受
付
、
乗
船
 

参
加
料
3
0
0
円
（
保
険
代
）
 

・

国
土
交
通
省
コ
ー
ナ
ー
 
「
岩
木
川

の
災
害
と
歴
史
、
パ
ネ
ル
展
」
、降

雨
体
験
、
災
害
対
策
車
両
展
示
等

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

じ
や
つ
こ
つ
り
大
会
 

ほ
っ
か
ぶ
り
コ
ン
テ
ス
ト
 

巨
大
ふ
る
ま
い
な
べ

（
無
料）
 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（五
一
中
吹
奏

楽
部
、
五
一
高
津
軽
三味
線
演
奏
、
 

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
ほ
か
）
 

※
イ
ベ
ン
ト
参
加
希
望
名
（
フ
リ
ー
マ
 

ー
ケ
ツ
ト
以
外
）
、運
営
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
中
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参

加
希
望
は
市
環
境
対
策
課

（
内
線2
 

3
2
）
ま
で
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は

丸
海
老
ま
で
。
 

今
年
も
西
北
五
一
円
の
子
ど
も
達
の

創
造
性
に
富
む
作
品
の
数
々
、
そ
し
て

高
校
、
 一
般
の
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ
れ
る

作
品
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
 

●

9
月
9
日
田
、
1
0日
卿
 
入
場
無
料

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

簡
単
な
器
具
を
使
っ
た
ゲ

ー
ム
感
覚

の
運
動
で
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
と
な
る
技

術
を
習
得
し
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ

ー
 

ツ
に
対
す
る
興
味

・
関
心
を高
め
、
個

々
の
能
力
に
応
じ
た
指
導
を
し
ま
す
。
 

●

初
回
9
月
2
日
田
 
以
降
毎
週
土
曜
 

日
（
月
4
回
）
 
1
3時
3
0分

、
1
5時
 

三
輪
小
学
校
 

◇
対
象
 
幼
児
・
小学
生
 

◇
内
容
（
運
動
能
力
・
基
礎
体
力
向
上
）
 

・

ラ
ダ
ー
…
な
わ
ば
し
ご状
の
上
で
ラ

ン
ニ
ン
グ
や
ス
テ
ッ
プ
。
 

秋
風
に
乗
っ
て
紅
葉
の
津
軽
路
を
走

り
ま
せ
ん
か
。
グ
ル
ー
プ
で
走
る
方
、
 

一
人
で
走
る
方
、
記
録
を
目
指
す
方
、
 

ど
な
た
で
も
 

参
加
で

き
ま
す
。
 

●

1
0月
9
日
の
・
祝
 
受
付
8
、
9
時

ス
タ
ー
ト
9
時
3
0分
 
雨
天
決
行

狼
野
長
根
公
園
特
設
コ
ー
ス
 

◇
種
目
 
男
女
・
学
年
・
年
齢別
に
1
2
 

種
目
と
フ
リ
1
1
種
目
 

◇
参
加
費
 
一

般
…
2
0
0
0円
 

市
民

静
回
ン
 

・
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル

…
2
0m
程
度
の
ハ
ー
 
小
・
中
・

高
校
生
…
1
0
0
0円

ド
ル
を
越
え
な
が
ら
走
る
こ
と
で
、
 
◇
表
彰
 
全
種
目
8
位
ま
で
表
彰
。
学

身
体
の
軸
を
つ
く
り
、
し
っ
か
り
と
 

校
対
抗
団
体
賞
。
全
員
に
参
加
賞
。
 

し
た
重
心
移
動
を
身
に
つ
け
る
。
 

そ
の
他
特
別
賞
が
多
数
あ
り
ま
す
。
 

◇
指
導
者
 
森
紀
彦
／
青
森
総
合
ス
ポ
 

◇
申
込
方
法
 
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
 

ー
ツ
ク
ラ
ブ
陸
上
選
任
コ
ー
チ

（
五
 

項
を
記
入
し
、
参
加
料

（
現
金
）を

所
川
原
市
出
身
）
 

そ
え
直
接
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
9
月

◇
参
加
料
 
入
会
金
1
0
0
0円
（
保
 

2
2日
国
必
着
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

険

・
通
信
費
）
、月
2
0
0
0
円
 

当
日
の
申
込
み
は
オ
ー
プ
ン
参
加

◇
申
込
方
法
 
申
込
書
を
記
入
し郵
送
 

（
賞
対
象外
）
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〒
0
3
7

1
0
0
6
3
 
五
所
川
原
 

〒
0
3
0
1
0
9
1
8
 
青
森
市
け
 

市
大
町
3
71
5
 
工
藤
歯
科
内
 
大
 

や
き
二
丁
目
7
 
B
1
5
0
7
 森
 
会

実
行
委
員
会
 

災
害
に
備
え
て
 

総
合
防
災
訓
練
を
開
催
 

総
務
課
 

内
線
4
0
7
 
一
 

市
で
は
、
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務

組
合
と
共
催
し
、
大
規
模
地
震
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

9
月
3
日
卿
 

9
時
3
0分

、
1
1時
3
0分
 

岩
木
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

◇
訓
練
内
容
 

・

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
に
よ
る
広

報
訓
練
 

・

事
故
車
両
か
ら
の
救
助
救
出
訓
練
 

・

消
防
団
に
よ
る
中
継
放
水
訓
練
 

・

自
主
防
災
会

・
町内
会
に
よ
る
初
期

消
火
訓
練
 

・

避
難
所
設
置
訓
練
 

・

救
急
救
護
訓
練
 

・

炊
き
出
し
訓
練
 

※
こ
の
他
、
救
急
法
体
験
コ

I
ナ
ー
、
 

煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
、
見
学

者
の
方
も
訓
練
に
参
加
でき
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

※
訓
練
当
日
は
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
 

ー
に
よ
る
避
難
勧
告
広
報
訓
練
も

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

．
 

実
際
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災
害
と
お
 
．
か

「一
一

間
違
え
の
な
い
ょ
 
曾
旦

一」
 

う
お
願
い
し
ま
す
。
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平成18年度排水設備工事 I 
責任技術者の試塗割墜内J  
日本下水道協会青森県支部主催の県下統一試験を

行います。 

◇試 験 11月 7 日（火） 14時～15時30分 

（受付 13時30分～ ) 
プラザマリュウ五所川原 

◇申込書配布 9 月20日（加～ 

◇申込受付 9 月20日困～10月17日（火） 

◇手続き・間い合わせ 下水道課排水設備係 

◇受験料 5,000円（振り込み手数料は除く） 

財東北電気保安協会五所川原事業所 TE_ 34-3555 

iI するときは電気主tllっコ 

地震や台風、浸水などで避難を余儀なくされる

場合があります。避難をするときは、必ず電気を

切ってから家を離れることをお勧めします。あわ

てずに「ブレー力一」（契約ブレー力一）を「切」 

にしましょう。また、ガスの元栓も必ずしめまし

よつ0 
避難先から帰宅し、電気を使うときは、その前

に安全を確かめてからスイッチを入れてください。 

ガス漏れがあると、スイッチの火花でガス爆発

になることや、水に浸かった電気機器で感電する 水に浸かった電1 
ことがあります。 	 点検後に使いま 

避難する前に必ず
ブレー力一をオフ
にしましよう 

水に浸かった電気機器は
点検後に使いましよう 

コ~ 

整
備
効
果
 H14 H15 H16 H17 

BOD値 6.9 3.0 4.0 3.8 

※観測点…尻無頭首エ 
（処理場より旧＋川下流約700m) 

単位】mg/i 

内線 
311・312・313 

水道事業整備状況 

し 	整備効果について 

（五所川原処理区l旧五所川原市市街地） 

H17末まで 認可計画 

行 政 人 口 63,859 

整 備 面 積 423.8ha 又lha 

処 理 人 口 22,013人 36,000人 

処理区域内世帯数 8,074世帯 

水洗化世帯数 6,923世帯 

平成17年度末までの五所川原処理区における、主な公共ト水道整備状況は、上の表のとおりです。この

ことにより、五所川原処理区の普及率（処理人口＋行政人目）は34.5％で、水洗化率（水洗化世帯数＋処

理区域内世帯数）は85.7％となっています。 

公共下水道が整備された区域の住民の皆様のなかで、まだ、接続をされていない方が、たくさんいらっ

しゃいます。住みよい街づくりのため、ぜひ、ご協力をお願いいたします。 

整
備
状
況
 

川の汚濁を示す値として、BOD（生物化学的酸素要求量）値という数値が一般的に使用されています。 

この数値は水中の有機物が、微生物の働きによって分解される時に消費される酸素の量のことです。五所

川原市浄化センターから排出される処理水は、旧十川へ排水されます。 

市では平成14年度より観測し、結果は右の表のとおりです。 

観測テ’ータが LI 年分しかなく、河川の汚濁の改善の傾向が 	 ulオ ロ1に 口,c LI" pvi ,'J ' ーノ " - 1 r JJ ' 'J'd、 . s I" J 'Ivノ I -J 'iv 'り、戸 v ' I't I 'J II 	 Hl4 	Hl5 	Hl6 	Hl7 

鷺三慧蕊り誓ど声警契整鷲鷲警薬 BOD値 69304 可 38 
の皆様が接続することにより、今後このBOD値が年々減少 u 、ノ L/II- 
し、河川の汚濁が改善されるとともに、住宅地周辺の住環境 
ユg己＝l I_ __. ー  ワ J ノ,、 I-  ーマ士日」一 」n -I一 ー」ー  
が向上するものと予想されます。 

また、旧十川が合流する岩木川において、環境基準値が設定されており、五所川原処理区においては、 

五所川原市金木町神原の神田橋上流で、BOD値2.Omg/e以下となっております。現在この地点では、2.0 
昭/e以下ですが、下水道の普及により、ますますきれいな川になるものと思われます。 

皆様の公共下水道に対する一層のご理解とご協力をお願いいたします。 

五所川原市役所 公35-2111 	平成18年 9 月 I 日 8 



2，応募内容 

1）応募資格 満18歳以上で自分名義の口座を持つ 
’ノ”レフフーー I一 ＝＝言二に‘ーーーソ～一一‘一一ー JJ ー 	 ②郵便番号、住所

青森県在住者 
h ' 己ー - 古 _4_ 	f 言吉 I - 一土 1 士什ノ7 I-p.M - ープこ「か首ー」ーフ 	 ③電話番号、FA×または携帯電話 2）応募内容 1頭につき 1枚のはがきで応募する。 	、9ノ屯。ロヒりワ、 I 。ハ。、I、‘く’m'n丁ピ甘ロロ 

同一犬・猫の複数応募は不可。 	 ④犬猫の種類 ⑤犬猫の名前 

3）応募期間 9 月 1日国～30日田〔当日消印有効〕 	⑥性 別 	⑦年齢（推定可） 

4）応募・間い合わせ先 	 ⑧健康状態 

〒03010813 青森市松原 2 丁目 8 番 2 号 	 ⑨犬の場合、狂犬病登録番号 
ネ＋F刑キ人青森旦獣戻師牟， 	 と平成侶年度注射済番号 

1）応募資格 満18歳以上で自分名義の口座を持つ 

青森県在住者 

2）応募内容 1頭につき 1枚のはがきで応募する。 

同一犬・猫の複数応募は不可。 

3）応募期間 9 月 1日（金）~30日田〔当日消印有効〕 

4）応募・間い合わせ先 

〒 030-08 13 青森市松原 2 丁目 8 番 2 号 

社団法人青森県獣医師会 

TEL 017-722-5989 FAX 017-722-6010 

県獣医師会では動物が生活環境を害することなく人と共生できる街づくりを進めるとともに、 

飼い主としての責任をもってペットを終生飼養する精神を育むため、飼い犬・飼い猫の避妊及び

去勢手術の費用の一部助成を行っています。望まれることなく生まれ捨て

られる生命が少なくなるよう運動にご理解とご協力をお願いします。 

「~一ニ1一I 

I はがきに必要事項を記入のうえ応募します。抽選のうえ当選者に住所地近 

’くの獣医師を紹介しますので、手術を受け書類に確認印をもらって獣医師会に返送し 

ます。その際動物病院で通常どおり費用を支払っていただきますが、会で書類を確認した後当 

選者の口座へ助成金を送金します。（送金手数料差引） 	n 

一 r 一 r*!. 	 1「 I7 《はがき裏面》 2，応募内容 	 lj II 、‘ひノj’= -- LJ if 
一一一‘ 一一‘",, ．一」一 ,, よ一」山一ー一 L.． 	 ①応募者氏名（ふりがな） 

今年 4 月 「人と動物が共生できる社会づくり」をめざして、動物の愛護と適正な飼養の普及啓

発を行う機関として青森県動物愛護センターが開設されました。本施設の一般開放にあたり「動

物ふれあいフェスティバル2006」を開催します。当日はゲストに苫米地玲奈さんを迎え、セレモ

ニーをはじめ多くの催し物がありますのでどうぞご参加ください。 

1 ．開催日時 9 月23日（土・祝）10時～16時 

2 ．内 容 一般開放セレモニー（11時～12時）、動物供養塔除幕式（11時30分～）、乗馬体験、 

盲導犬体験歩行、犬のお散歩体験、犬のしつけ方教室、ペット健康相談、子豚レ 

ースなど 

3，開催場所及び間い合わせ先 青森県動物愛護センター 

〒 039-3505 青森市大字宮田字玉水119-1〔新青森県総合運動公園隣り〕 

TEL 017-726-6100 FAX 017-726-6101 E-mail: dobutu@pref.aomori.lg.jp  

多ジボ彫キャラクタ＝の 
名前を募集していま寺り 

青森県動物愛護センターでは、シンボルキャラクターの名前を

募集しています。 

⑥応募締切 9 月15日国消印有効 1人 1点まで応募可 

＠応募方法 キャラクター名、命名の理由、応募者の住所、氏名、 

年齢、電話番号を記入し、はがきで郵送、または

ファックス、電子メールで応募ください。 

9 	平成18年 9 月 1日 五所川原市役所 公35-21 11 
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青森県山り非海の感謝祭 
未来に伝えよう 

ルIゾII・海のつながり 

青森県林政課 TELO1 7-734-9517 

自然の恵みを体験できるイベントがいっぱいで

す。あなたも参加してみませんか？ 

日 時】10月 1日（日） 10時30分 小雨決行 

会 場】平内町「夜越山森林公園」ほか 

内 容】式典、記念植樹、自然の恵み体験 

林業試験場「森のめぐみ展示」 

体験コース参加者 

全員にプレゼント 

（昼食提供＆ホタテ） 

詳しくは 

http://pref.aornori  lg.jp/rinsei/  
※送迎バスあり（旧五所川原合同庁舎前】9時発）。 

期 日 9月23日・24日・30日、 

10月 1日・ 7日・8日・ 9日・14日・ 

15日の 9日間 

（受付／9時～15時） 雨天中止 

※ただし、団体の場合（幼稚園、保育園、 

小学校、福祉施設等）のみ上記9月23日 

- 10月15日の期間の平日も可能。事前に

電話予約してください。 

会 場】グリーンバイオ村内 

単 価】300円／ 1 kg 
1人 1嘱までとします。 

今後の気象条件により、 

1聴拾えない場合があ

ります。 

お問い合わせ先 

TEL 37一21 04 

期
 
会
単
 

水谷 修 

り先生・ごごろの授業』 
子どもたちはやさしさを待っています～ 

9月22日（金）開演18:30 
オルテンシア 大ホール 

入場無料（全席自由 整理券が必要です） 
整理券は・・・NPO法人子どもネットワーク・ステップ及び五所川

原市教育委員会生涯学習課にありますのでお問い合わ

せください。 

夜間に繁華街をパトロールすることから「夜回り先生」 

の異名を持ち、青少年の非行や薬物依存問題に尽力。5 

千人を超える子どもたちと正面からむきあってきました。 

子どもが誤った道を進むことを防ぐべく、保護者や教

師といった大人、それを取り巻く社会のあり方について

講演で訴える活動を続け、全国を駆け巡っています。 

水谷先生のお話しを受けて、みんなで話し合いましょう！ 

テーマ「いま、私達に出来る事」 

日時：9月29日岡 18: 30' 「自分の存在を認めて欲しい」「私はここにいるのだとわかって欲しい」 

	

ーーー ． ‘．ーー血一 	 そういう子どもの心を受け止め支える大人になるためには・・・ 

	

J万IツI ・‘1- 大ニパェに旦日 	 みんなで考えてみましょう~ 

《お間い合わせ先》 NPO法人子どもネットワーク・すてっぷ TEl. 34-2170 
五所川原市教育委員会生涯学習課 	皿53-2111 内線318 

五所川原市役所 公35-21 1l 	平成18年9月 1日 10 



痴薦 
津軽三味線会館屋外ステージ 
（雨天時：金木公民館） 

平成18年 仁太坊賞 柴 田 雅 人（宮城県） 

平成18年 団体の部優勝 柴田三兄妹（宮城県） 

賞 柴 田 雅 人（宮城県） 

勝 柴田三兄妹（宮城県） 
柴田雅人・柴田佑梨‘柴田愛

位 鍋 谷 東 輝（富山県） 

賞 山 本 	大（東京都） 

津軽の大地に 
夢の大コラボレーショ 

r認の仰び！者さの焼炎m 
出演者 

．お問い合せ先 
（協）金木あすなろ商店会
金 木 商 工 会
津軽三味線会館 

TELO1 73-52-2878 
TELO173-52-2611 
TELO173-54-1616 

平成18年 第

平成18年 入 

「ー而う二食品の原料原産地表示つ 
~ニ ~一 

東北農政局青森農政事務所地域第三課皿35-2138 

JAS法（農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関

する法律）に基づき義務付けられている、消費者に販売

される全ての食品の『原料原産地』の表示について、10 
月 2 日から、加工品は従来の 8品目から生鮮食品に近い 

20品目群に拡大されます。 

ー原料原産地の表示（加工食品） ー 

畜産加工食品 	水産加工食品 

9 調味系 	J 14 乾燥系 

10 ゆで‘蒸し系」 巧塩蔵系 

11 表面あぶり系J 16 調味系 

12 衣つけ系 」 17 ゆで・蒸し系」 

招異種混合系 」 侶表面あぶり系 J 

19 衣つけ系 J  

農産加工食品 

1 乾燥系 	J  

2 塩蔵系 

3 ゆで・蒸し系 

4 異種混合系 

5 緑 茶 

6 も ち 

7 いり豆系 j  
8 こんにゃく  J  

③謙g2 二 1 3J 響乞 

鴨臨塀鋤 
市は野菜・花き産地の育成強化を図るため、県

が実施するパイプハウス等補助事業の一部を補助

します。 

事業実施対象者は農協、営農集団、認定農業者

となりますので、作付け作物を決定し農協組合員

は農協へ、それ以外の営農集団、認定農業者の方

は市役所へ 9月12日り0までご相談ください。 

また、補助事業で導入したパイプハウス等は園

芸共済または損害共済の加入が必要で、 5年間は

作付け作物の利用実績報告が必要となります。な

お、野菜・花き以外で使用することは認められま

せんのでご留意ください。 

〔連絡先〕 

・市役所 農政課 内線357 
・ごしょがわら市農協 

りんご野菜課 皿27-3303 
・津軽北部農協 最寄りの各支店 

11 	平成18年 9)J I日 五所川原市役所 費35- 2111 



あおもりツーリズム ~ 
スタッフ育成セミナーり一f 

受講生募集 	、I 
ジョブカフェあおもり 丁aoi 7-731 -1311 
E-mail : t-uketsuke@jobcafe-aomori.jp  

観光産業へ就職または起業を目指す方、または、 

観光産業に従事している方のスキルアップを目的

とした講座です。講座内容などの詳細は、ジョブ

カフエあおもりまでお問い合わせください。 

◇受講料 無料 

◇定 員 五所川原会場20名、青森会場20名 

◇応募資格 高卒程度の学力を有する方で、観光

産業での就職、起業を考えている方、 

現在観光関連事業に従事されている方。 

◇応募締切 一次締切 9月20日困または定員にな

り次第締め切ります。 

不動産取得税の軽減制度、 
五所川原県税事務所課税課 
TEL 34-2111 内線212-214 

不動産取得税は、家屋を新築・増改築により取

得したとき、土地や家屋を売買・贈与などで取得

したときに一度だけ課税される、県の税金です。 

なお、一定の要件に該当する住宅やその住宅用

地を取得した場合には、不動産取得税が軽減され

る制度があります。 
詳しくは、五所川原県税事務所課税課までお問

い合わせください。 

小型船舶操縦者法
無料説明会 

マリンライセンス教育センター7 
（山形県酒田市）TEL 0234-35-1 730 

運航の安全を推進するため、小型船舶操縦者法

の遵守事項違反に対する行政処分の基準や罰則規

定などについて知識を深めていただく説明会（無

料）です。 

◇ 9 月23日（t) 13時～14時30分 金木公民館

◇内容（説明概要） 参加無料 

①操縦者法に基づく遵守事項違反（点数と行政

処分）について 

②操縦者法に基づく試験問題（学科・実技）解

説と合格基準について 

③旧 4 級・ 5級免許取得者プロモーションシス 

テムによる実技免除の1級資格取得について

④ 15歳 9カ月から受けられる免許資格について

※海に学ぶタロウ塾よる受講料の支援にてル、て 

（対象年齢15歳 9カ月～20歳未満の男女） 

※ 60歳代（ボート免許学科講師）無料養成講座 
について 

◇申込方法 9月20日（加までに電話で申込み。 

Re・Beワーク 
（再就職準備）セミナー 

財21世紀職業財団青森事務所 
TEL 017-776-2028 

就職を希望し、就職に向けて準備をしている人

を対象に講演を開催します。 

期 日】9月12日因 13時30分～15時30分 

会 場】アウガ 5階研修室（青森市新町1-3-7) 
内 容】仕事と家庭の両立 

（再就職の夢を実現するために） 

講 師】マザーリング＆フアミリーナーシング研 

究所長 竹永和子氏 

定 員 I70人（希望により託児利用可。1歳～未就学児） 

受講料・託児料】無料 

申込み】9月 8日（金）締切り 

みんなで暮らそう！―一 
ト 	このまちで！ 
～精神障害者のノーマライゼーション～ 

西北地方健康福祉こどもセンター TEL 34-21 08 

精神障害者への偏見や差別をなくし、障害があ 

る人もない人も地域でともに支え合い、安心して 

暮らしやすい社会を実現しましょう。 

◇ 9月12日（火） イオン柏Scイオンホール

◇内 容 

・社会復帰施設等の概要紹介、作品展示と販売

・・・ 11 】00-14 】30 
・ピアノ＆フルート演奏 

・ハンドベル演奏／つがる市デイケア参加者のみ

なさん 

・福祉演劇『このまちで暮らしたい』ふれあいボ 

ランティア会ユニコン実行委員会 

… 13:00-14:00 
・講演『このまちで共に歩む』青森大学社会福祉

学科助教授葛西久志 

はる 1餌団地 、 
宅地分譲現地相談会 

建築住宅課 内線330 
県住宅供給公社住宅部住宅企画課 
TEL 017-723-1627 

団 地 名…はるにれ住宅団地 

現地相談会… 9 月10日（日）・ 11「十ゆ 10--16時 

はるにれ団地（現地テント） 

分譲区画数 73 
土地面積 221 m2 (66. 8坪) 	-4O1m2(121.4坪) 
土地価格 753万円～1, 378万円 

申込受付 8時釦分～17時（土・日・祝日除く）、申
込み順により購入者を決定 

受付場所 五所川原市建築住宅課、または青森県住
宅供給公社住宅部住宅企画課 

五所川原市役所 公35- 2111 
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子育ては地域のみんなの手乙て 

五所川原市 

フアミリーサボートセンター  

活動紹介 

~ ー」 ’●‘一ご 

※前回研修会での託児風景です。研修会の間、 

婦人の家の託児室にて無料託児があります。 

（事前申込必要） 

日 
	

9月13日（水） 10時～12時 

講 
	

親行訓練インストラクター 

津島弘美氏 

内 容 子どもをつい怒ってしまうわけ 

～イライラからの脱出法～ 

場 所】保健センター五所川原 

集団指導室 

申込締切】9月11日（月） 

随時会員募集 TEL&FAX (35) 8953 

オルテンシア 9月催物案内 
ふるさと交流営民センタ一 	TEL 33-2111 

日 曜日 催 	物 開演 入 場 料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

8
  

金
  

第29回西北五地区 

高校生交通事故防止大会 
14:00 関 係 者 

12 尖
  

西北五高等学校 
「棟方志功」合同鑑賞会 器 関 係 者 

13 水
  

歌謡ピッグショー 
新沼謙治・笹みどり‘宮 史郎 

18:30 

前売 
S 席 4.000円 

AA席 3.500円 
当日 

S 席 	4.500円 
AA席 4.000円 

17 日
  

名作まんが映画会 
「アンパンマン＆世界名作童話」 m

一
 

当日 900円 

20 水
  

市民公開フオーラム m
 

 
無 	料 

22 金
  

五所川原市人権教育・学習

推進協議会学習会 
圏
  

整 理 券 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

っ」
 
 

土
  

はるにれ音楽教室 

北のひびきコンサート 
叫
  

無 	料 

17 日
  

長谷川典子シャンソン教室 

CHANSON 唄おう会設立記念コンサート 
叫
  

前売 500円 

18 月
  

五所川原高等学校 音楽部
定期演奏会 

14:00 無 	料 

30 土
  

トーオ一ャマハ音楽教室
発表会 

10:30 無 	料 

戸~催者の都合により、日程等が変更になろ乃含もあります 

市立西北中央病院からの 
お知らせ 	響35-3111 

10月1日から ュへ 
市立西北中央病院内はノ、d 
全面禁煙となります 一「 、 

みなさんのご協力をお願いします！ 

公民館からのこ案内 
TEL 35一6056 

★家族で映画を楽しむ会 ～9月 

世界名作童話シリーズと、 「日本昔ばなし」 

の中から各数編上映します。 

・9月23日田 10時～11時30分（無料） 

中央公民館 2階 視聴覚室 

金木公民館 
	

TEL 53一3581 

★太宰を語る月例会 

◇9月20日困 19時～ 金木公民館 

1、「作品朗読」鑑賞と解説 

・太宰作品『葉桜と魔笛』 

・朗読～栗原光栄 

2、津島慶三先生の「寄稿②」 に学ぶ 

・「太宰治の残した私の好きな『ことば』」 

・短編小説・美談・ことば・別離 

3'「純情キラリ」(NHK）について 

図書館からのお知らせ 
開館時間 9 月の休館日 

9時30分～18時 
（土・日は 17時まで） 毎週月曜日 

19日因・21日困 
23日出 

五所川原市立凹書館 
TEL 34 一4334 

伊藤忠吉記念図書館 
TEL 5 3 -3049 

9 時30分～17時 

市
 

館
 一

 
 

皿
 
浦
6
2
 

分
2
1
 

 

9 時30分～17時 
毎週土・日曜日 
18日（月）・ 21日困 

◇今月のおはなし会 

テーマ 「平和」 市立図書館 

日時 9月16日田 13時30分～14時30分 

―一ー一一  

「品目横断的経営安定対策」の 

加入手続き（秋まき麦のみ）が 

9灯iIWiら鶏まりまナI 
受付場所は、最寄の農政事務所及び各地域課等に 

なります。 
（加入・相談窓ロ） TEL 35-2138 

青森農政事務所 地域第三課（五所川原庁舎） 
（相 談 窓 ロ）TEL 35-6060 	 ~ 

青森農政事務所 五所川原統計・情報センター 」 
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A 五所川原市民保健協議会 

救急医療部会 

五所川原消防署 TE[35-201 9 

～こ二．J' 

(1人分：l92kcal 塩分0.2g) 

材料（直径20cmのパイ皿・8人分） 

ビスケット・ 	8枚 キウィフルーツ 1個 

マーガリン 

黄桃缶 	1缶 

A「小麦粉・・・60 g 牛乳・・・60flnie1 
A姉霧二2石券砂裕二或ー’～」 

キウィフルーツ 	1個 
※その他、さくらんぼ・いちご・
ブルーべI)ーなど 

ヘルス・インフオメ～シ Iン 

、1 
レ14 

健 康 推 進 課 公35-2111 （内線223・224・2 
保健センター金木 か53-2111（内線1 54・155・1 
保健センター市浦 公27-7733 

く 健 康 相 談 ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など 

保健師が相談に応じます。健康手帳をお持ちの方は 

ご持参ください。 

地区 開催場所 開催 日 開催時間 

五
所
川
原
 

保健センター五所川原 9月13日（わ 10:00-12:00 

コミュニテイセンター中川 9 )J 14I l(4z) 10:30-12:00 

新宮集会所 9月19日（刃 13:00- 15:00 

金
 

木
 

喜良市老人福祉センター 9月 7 日（わ io:oo-ii:oo 

金木東部コミュニテイセンター 9月1411(村 i0:00-ii:oo 

大東ケ丘コミュニテイ消防センター 9月19日（火） iO:oO-ii:oo 

市
 
浦
 

磯松公民館 9月19日（火） 10:00- 11:oo 

市馴喋会所 9月19日（I() 13:30-14:30 

て  みんなの健康教室 ） 
◇日 時・・・9 月22日（金） 13時～14時 

◇場 所・・・働く婦人の家 3階ホール 

◇テーマ・・・肝炎 

◇講 師・・・小川芳雄先生（増田病院院長） 

◇主 催・・・」ヒ五医師会・五所川原市民保健協議会 

（献血のご案内（バス巡回）) 

期 日 時 間 場 	所 

9月28日（ね 
（成分献血） 

9 :30 - 14:30 保健センター五所川原 

※成分献血は人数 
に制限がありま 

す。ご協力いた 輸血用血液が 、 

21日までに健康 
推進課へご連絡 

だける方は 9月 

くださし、。 	ー協カしてネツり 

不足し乙います。く
みなさん献血に ノ 

五所川原市食生活改善推進員会 

～おやこの食育～ 

J ノ／ノ 
り ン 
ノ ー  」 

【作り方】 

1 ビスケツトはよく砕いて、マーガリンを混ぜ、パイ 
皿に平らにしく。 

2Aをよく混ぜ、弱火で力スタードクリームを作る。 

31に 2 を流し込む。（夏期は冷蔵庫で冷やす） 
4 果物は適宜、簿切りにし、③の上に飾る。 

力スタードクリームとビスケットの相性がとてもよく果物
の缶詰や季節のフルーツを飾るだけですぐできます。夏
は冷蔵庫で冷やしていただきましょう。お子さんと―緒
に楽しく作ることができ、骨を丈夫にする力ルシウムも、 
しっかりとれます。 

護L1 r- 貰iま~ 

月 日 曜日 医療機関名 住 	所 電 話  
9月 3 日 日

  
中村整形外科医院 一ッ谷508- 12 34-0123 

9月10日 日
  

かねひらクリニック 旭町55-2 35-3167 

9月1711 日
  

佐藤内科小児科医院 弥生町4-2 35-4155 

※ 1．対応時間（電話で確認)9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介丑34-4999）でも紹介します。 

り 

9月 9日は救急の日。この日を含む一週間を「救急医療週間」と

し、広く市民の皆さんに応急手当の必要性と救急業務に対する関心

を高めていただくため市民保健協議会救急医療部の共催で救急フエ

アを開催します。救急救命士及び女性消防団員による応急手当の指

導のほか、AED（自動体外式除細動器）の使用法、高規格救急車

の展示もあります。 

◇9月10日（Fl) 13時～15時 小雨決行 

エルムの街ショッピングセンター中央入口付近 

昌昌’誓古紙配合率100% 
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